
「嶋谷市左衛門」小笠原諸島巡検 350 周年記念事業 

◎小笠原村の由来となった小笠原貞頼が歴史上に登場した経緯は？ 

 

4 月号の村民だよりでは、江戸時代中期の１６７５年（延宝 3 年）に嶋谷市左衛門という人物が無人

島（現在の小笠原の島々）を巡検し江戸幕府に報告したことや、１８７６年に明治政府が嶋谷による無

人島巡検とその記録をもとに日本による小笠原諸島の統治を各国に通知し、国際的に日本領土として認

められる根拠となったことを紹介しました。では、皆さんご存知の、我が郷土「小笠原村」の名前の由

来となった小笠原貞頼（さだより）と嶋谷市左衛門とのかかわりはどうであったのでしょうか。5 月号

と 6 月号でご紹介します。 

 

まず 5 月号では、貞頼なる人物が歴史に登場する経緯についてご紹介します（注 1）。嶋谷市左衛門が

無人島巡検から帰って来た１６７５年、小笠原長直（ながなお）と称する武士が、家来と共に、次回無

人島巡検が行われる場合、是非自分たちを行かせてほしいという渡海願を幕府の江戸町奉行所に差し出

しました（注２）。この訴状で長直は、「彼の島は文禄 2 年に小笠原貞頼が検出して島の態様を絵図とと

もに報告し、徳川家康公より御証文を頂いたものです。このような由緒もあるので、重ねて同島に船を

派遣する際に御取り立て頂ければ、島の様子や父からの伝承を申し上げます。」と述べています。しか

し、幕府から長直への沙汰は何もありませんでした。次に、１７０２年（元禄１５年）、今度は長直の子

と称する長啓（ながのり）が再び長直と同様の訴えを幕府に提出しました。しかし、この訴えに対して

は、「渡海の儀しばらく思い留まるべし」との沙汰がありました。さらに、１７２７年（享保１２年）、

今度は長啓の子と称する貞任（さだとう）が、3 度目の同様の渡海願を幕府に提出しました。この訴え

に対して、当時、江戸南町奉行の大岡越前守は、提出された文書類を吟味した結果、「特に不審の点はな

い」として１７２８年（享保１３年）「汝の請願を許可する」との沙汰を下しました。しかし、貞任は高

齢であったため代わりに甥の長晃（ながあき）を無人島に向かわせましたが、遭難したのか何の消息も

ありませんでした。ところが、幕府は１７３５年（享保２０年）、貞任の出身・経歴に疑問があり、小笠

原氏本家に質したところ、信州深志の城主の小笠原家とは無関係であることが判明したため、貞任を財

産、家財を没収の上、江戸はもちろん、関東、五街道、畿内及び幕府の直轄領への立ち入りを禁ずる重

追放に処しました（注３）。 

 

では、長直、長啓、貞任が 3 代に渡って「無人島は長直の父である小笠原貞頼が見つけたものである。」

と主張したことは、本当に歴史的事実に基づいていたのでしょうか。6 月号でご紹介します。 

 

（注１） 田畑道夫著『小笠原島ゆかりの人々』小笠原村教育委員会 ｐ７からｐ１１                                                        

（注２） 「辰巳無人島訴状」東京府文庫 

（注３） 田中弘之著「幕末の小笠原」中公新書ｐ１４ 
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●問合せ先   

小笠原村教育委員会  ２－３１１７ 


